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　目的　本緩いミ^ン縫姐における廸い縮みや，' 。カリングり崖原因とをれμ影耀t も

よばす孝因は数砂くあげらtれどぎ八がこAt ご火際けを爪ら奴ふ･々どの位-り比±をよ･あ

Z し＼るのかLmう定量的な検討かけ分成さポに,ttいりとi司時（十原な･芙験奴果卜

い八鳶錬的な解痢旅少なく縫い稀々やIs .，カリンク健濯くが^-するのは困難があっ八. そ

:j が冷回糸映ラン入平沢/。。訓こ走い理偲的な縫いβがけを丿^する戦料tこっいz の稜い縮み
左常斌けぶ,リ廓軋し£ポを擲急原図別に同定，分喬しさらにとおり)特徴£無討レた。

　右臓^鴉界，数夕くり希地一縫い糸－ミシン針の私升か力-tこっい乙経製し務い袖外字

玄算出し乙次(h)ぷうな舷綸左得か。の理偲白社務い目£メドすろ試料に畝べi一らポろ経丿

掬升は更<n 死生ﾉ係ffi(- よ,てニ丿・冷類できる。をので< とっは錘い糸り禾締りぱ由来t る

ものVヽある・こ鍬は上浪張力iK大きいとどの布地においZ. も死左t る可能樟があり, 鯉い

怜lヽざいちびをの程嵐は大S vい=6う乙A 乙フはS. シン針と錘い糸刊非地t貫通･ｵる

っ乙＆ず｀る損傷歪に差づヽくものt'あろ。こ歳itごく限ら訊た場合にだけ崔生寸ろも

ち睡いQ匍麿べ大ぎい方べをり程度rt 欠ぎい。＠^ (h.をヽポの斎口肺々の程度I-IT

縫い軋，きシン針剛

との悶i丿札　一般に　　　喩＝^（x一6f十ｃ　　なる関係叔減り立に　糸締') だけI- よ

5場冶と布地り携傷歪^関与しZいる場洽ヽと左地歌IX,b,ら左選,出ことけよソ玖とつり雀lこ

求とめろこ乙ができろ．差しこ＝-7の糖い縮み政共存,していz もこの^ む吏えば泉締リに
崖冲く縫い縮み叶賢傷^に簒すく縫い縮ヶとをと,れを｀A々融しzと量-^ることヵりヽ｀！る，
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　s的　ミシン･り循唾化いいxS-fjH 雅礼ゑ切れヽ冊の<* ≪^'ク,折れ蕩の隋キl^、

押地裴ふ仰祭のミシン針り手形り知ヽ開伽恂i と考I 八

雅時り布の雌行方㈲および'機才向い対すs針・曲ず等勤(よ、布鴎吋奮鎖卜り異防にｰと

e^｀肖濯物おr-~.り-I, 襲-方向今曲げ｀ひずJrと同時μ測足すり込ゑかずみﾃﾞ｀-ジI ●ﾀﾞ所･;

貼弁しｔ針り筝動り解哲L幼から

　例気針にカリヽ-i びずみt - ^向よj 同時ト測走すにこり、ミシン針φ針幹仰今り則面

上-で　をにク力ft か5 ＝-けず{りずみJr"ーびl.貼布しへ、前旧り司琢、ぴずみゲ｀－シ>' t>り

の電池の変化琵則･^春。ヽ槽隔々七、電磁才シXl ブ｀ラアい己朱で^ら　こ吋§専ヵう針今貫

通路該に吋生いゆヴカヽずみりそ1斗ゑし, 布心川゛り関^i飛討しr--. 試列七に

厚々･り享/ぶ3､鴎迷了纏、嶺此みvヽr・。　躊慧知郵^、ｺﾆｰ業用血線本迂ﾐ^-■- V- ^，縫

い連真如卵r､p. 匪　ミシン針|t V β/ﾉ号5. )訃ヽ、槙い巨轍μ卯゛刈了^*うr-~. 実綾i*仝

てり鋤吟トフい■t, 忙･り^さ旬刊いよi 亥収と、會い杖数いよJ 鬘化£ 則:4_しr-。

　蔀犀　Af i^磁行方恂^ 瀕が拘らず・i研の苓動りまヽヽ1 剔塙べ康りｸ叫嶋吋回蘭*^'あ

い、満總り一砂μS:び栽池に(t, ヤ^恂う直ヽヽ（埓r.霖淘･-^. 々れr~.喀-^ 四方伺にフVヽ

X も, 枝妃・ ＼tノリヤス､吻'向いｱり製しr- 殤をにーざ向め摩獅り異/いバみられ.．チ

綱此け、-一才向<5 まいがケぬヽフしf 知杭lstによう友化氏埼叱の一僻v・或ななヽべごﾚこ/j,-

5と、曾ね段数や噌加トしr- ≪^。-t曲ずひずみ"iμ喊ケす祠嘆向*ヽ≒巧う、- つ- とにっい
てμ, 努め構纏将陳■^ 直ヽい* i ^夕


